俗世の「挨拶」「あいさつ」の発生(3) by 高橋 六二
俗世の「挨拶」―「あいさつ」の発生（３）
























































これ あ は ゆ 〈あひ〉
（略）さればこそ是に飽き果て、かれを忘れかね、又行きて逢ぬ
うぐひす はつねを ぼ ろ いだ き はや
れば、谷の戸出る鶯の初音朧の聲を出し、「又来さんしたか。早う
い い こと がた 〈をしやう〉 〈く
往なんし」など言へば、この御言葉の有難さ、いかなる和尚の一句
ていぜい〉 しめし まさ ちか よ かた
提携の示もこれには勝らじと思はれ、近く立寄り、とかく語らへ
した うち と 〈き〉 〈どく〉 〈あいさつ〉おもしろ
ば、親しきやうにして打解けず、気の毒なるやうにて愛 拶面白く、
〈さみせん〉 よ 〈ひくばち〉をと 〈やがて〉〈かい〉 あが 〈なまず〉






タビ イ ハナハダ トヾキ
（略）曰。我モ前方ハ度々出デ申候トコロ、親ドモ甚 不届ノ由























































しん そ ち そうがほ
（略）人の親疎をわきまへず、わがかたより馳走顔こそはなはだ






さいぜん ど もし お ちゃ
しに、前の男きり戸をならして、「若御茶をまいらば」とゆとに
てんもくをき かへ （この） （くだ） ふね こ ゝ ち （いち） や
天目置て歸る。 此かるさ下り舟にのる心知して、「 一 夜の事なれ
あし たがい ご めん まくら
ば足のさはるも互に御免」（頭注－下り船でする挨拶言葉）と枕も















































かは ふみ ほ う ぐ じ
（治兵衛と）縁を切る）と取交せしその文を反古にし。地色大事の
―５０―
ざ なが つとめ ぎ り し
男をそゝのかしての心中は。さすが一座流れの勤の者。義理知らず



















































































（『日本随筆大成』第２期３ p．１０２ 吉川弘文館 昭和４９年刊）
伊勢貞丈は有職故実家、冢田虎は儒者である。「今世俗に應答を挨拶
と云ふ」とあるのは、世俗が「挨拶」の意を「応答」としていたことを
示していて貴重だ。しかしそれを否定して古辞書的な主張をしている。
冢田の場合も同様である。西田直養がいう『西行物語』は「続群書類従」
第３２輯上によってみたが、「あいさつ」の用例は見当たらない。それは
別にして「あいさつ」を「今の俗語」としているのは、やはり貴重だ。
「挨拶」はすでに俗世のことばだったのである。
―５３―
